
防災教育専門部会における取組実績 

 

 訓練の実施 

 赤井区自主防災クラブ避難訓練の実施に係る支援（９月１６日）：参加者３０名 

 広安小学校区自主防災クラブ救出・救助訓練、避難所設営訓練、炊き出し訓練の

実施に係る支援（１０月２８日：町総合防災訓練と同時開催） 

 住民参加型町総合防災訓練の開催：１０月２８日 

    ・展示型と実働型（消防、企業団体、自主防）救出・救助訓練 

 

 学校園ヒアリングの実施（竹内先生、松田先生） 

 飯野小７/31、広安小 7/24、広安西小７/31、中央小 7/30、津森小 7/12 

 益城中 7/23、木山中 6/11、益城幼稚園 5/29、第２幼稚園 7/25 

 第１保 6/6、第２保 5/28、第３保 6/27、第４保 6/11、第 5保 7/23 

 

 災害から学び これからの防災を語る会の開催：１月１６日 

 演題：『阪神淡路大震災から学ぶ防災教育』～忘れない２４年の軌跡～ 

 講師：兵庫県芦屋市教育委員会 管理部主幹 野村大祐 先生 

 受講者：町内の学校園教職員約４０名（私立幼稚園、保育園教職員も受講） 

 ワークショップも開催し、情報共有と今後に向けた方向性を確認 

                  
 

 防災主任会議の開催：２月７日 

 防災意識を風化させない防災教育の確立と推進体制づくり 

 学校園の防災計画、防災教育の中身づくり 

   （内容：①防災主任とは、②震災７２時間の記憶メモ、③防災マニュアル骨子 等々） 

 災害毎のアクションカード作成に向けた準備（誰にでも分かりやすく） 

 

 デジタルアーカイブへの取組（県が整備するサイトへの掲載） 

 公共インフラの被災状況静止画及び動画を県サイトへ掲載するための各課調整 

 デジタルデータ提供各課による最終確認（マスキング・映像紹介文 等々） 

     （データ提供課：学校教育課、生涯学習課、下水道課、復旧事業課） 

 平成３１年度（２０１９年度）公開予定 

 

 ハザードマップの作成：３月１９日（配布及びホームページ掲載：４月１日予定） 

 熊本地震後作成された最新の住宅地図を使用 

 地盤沈下による浸水想定エリアも追記 

 土砂災害（急傾斜地・土石流危険渓流等）警戒エリアも最新版に更新 

 災害時の行動マニュアル、気象情報等を詳細解説 
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